
 
Ｋｏｙｏ ＳＳＨ news 2022 第２０号 

編集：SSH推進部 

発行日：R05.２.１７ 

 

 
【ＫＥＣＲeⅠ】次年度にむけ文理分かれてのオリエンテーションをおこないました 

成果発表会も無事に終了し、1 年生では次年度にむけた準備が早くも始まりました。文系・理系に分かれてのオリエ

ンテーションです。理系は視聴覚教室で２年次におこなう課題研究の概要説明を受けたのち、情報教室に移動して

「課題研究のテーマのたね」を探しはじめました。自分の興味を基に、科学的なアイデアを探索する生徒からはすごく

生き生きとした雰囲気が感じ取れました。文系はＨＲ教室にてディベートの基礎知識を学習するとともに、「ディベート

甲子園」の映像を視聴しました。レベルの高いディベート対戦を鑑賞した生徒たちは「こんなことが自分たちにできる

のかなぁ」と最初は少し不安な表情を見せましたが、次年度に向けて頑張らないといけないという興奮も感じ取れま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
きのくに ICTプログラミングコンテスト Switch Up WAKAYAMA2022 最優秀賞 受賞 

 

きのくに ICT プログラミングコンテスト Switch 

Up WAKAYAMA2022 最終審査が１２月２７日

（火）にオンライン開催され、環境科学科２年の岸

田・團栗・吉川・川嶋の『こうよう四十八組』チーム

が最優秀賞受賞しました。 

１月１９日(木)に校長室にて表彰式が行われ、ト

ロフィーや賞状をいただきました。被災地の災害状

況を把握し、得た情報を遠隔操作している本部へ

送ることができる災害調査用のローバーを製作し、

Arduino や Python でシステムの開発・構築を行

ったことが高く評価されました。『こうよう四十八

組』チームは、第１回全国高等学校プログラミング

大会の１次審査が免除され、二次審査へと推薦さ

れます。 

この理系生徒はガリレオ・ガリレイについて調べていました。 

 

文系生徒はディベート学習に向けやる気まんまんです 

 


